
 

 
 
 

日 時：平成２１年１月１８日（日）１４：００ ～ １６：００ 

場 所：竹田市総合社会福祉センター  

演 題：「 地域再生を考える ～ 新しいツーリズムのご提案 」 

講 師：佐藤 誠 さん（北海道大学観光学高等研究センター教授） 

 

＊ セカンドホームツーリズム 

         二地域居住とも呼ばれ、団塊の世代

のリタイアで、都市住民に広がること

が予想される生活様式。都会に暮らす

人が週末や一年のうちの一定期間を

農山漁村で暮らすもの。田舎で暮らす

期間としては、年間「１�３ヶ月連続」

または「毎月３日以上で通算１ヶ月以

上」などがある。２００５年に国土交

通省の研究会が提唱。観光客などが一

時的に滞在する観光等の「交流人口」

「定住人口」の中間的な考え方と位置

づけられる。 

 

＊ ヘルスツーリズム 

      病気やけがの治療・療養のほか、

美容・痩身、ストレス解消、体力増

進など健康増進を目的とした旅行全

般をさす。都市での忙しい生活を離

れ、自然のなかでリラックスしたい

というニーズや健康志向の高まりと

ともに、温泉や自然とのふれあい、

地域ならではの食など、旅行そのも

のの医学的効果が見直されることも

勃興の背景にある。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：竹田研究所 （竹田市大字会々2027‐１ おたまや公園内 ℡ ６２‐２１２２） 

後援：竹田市・竹田市観光ツーリズム協会・竹田市経済活性化促進協議会 

＊ 講師紹介 
            昭和１９年生まれ。九州大学大学院経済学研究科博士課程卒・経済学博士。

熊本大学法学部公共政策学科教授を経て、平成１８年北海道大学に転じ現在

に至る。また、豊かな人生実現といのちの賑わいに満ちた農村再生に向けて、

永年、ＮＰＯ活動に従事される。 

【研究分野】観光・ツーリズム論、地域経営論。【公職】国土庁・総合保養地

域整備研究会、農林水産省・農村漁村型リゾート研究会、環境庁・里地づく

り研究会などの委員、国土交通省・北海道観光研究会座長、農林水産省・農

村総合開発整備調査委員会座長など。【著作】『グリーンライフ』（農文協）『リ

ゾート列島』（岩波新書）『グリーンホリデーの時代』（岩波書店）『魅せる農

村景観』（ぎょうせい）など 


